
2026年 2月吉日 

各  位 

公益財団法人 SBI子ども希望財団 

理事長  世耕 久美子 

ＳＢＩ子ども希望財団 2026年度 英語教育支援プログラムのご案内 

拝啓 時下ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上

げます。 

当財団では、2014年度より SBI英語教育支援プログラムのご提供を開始し、多くの施設からお申込

みをいただき、現在もたくさんの児童の皆さんが英語学習に取り組んでいます。ぜひ、2026年度も本

プログラムのご活用を推進していただきたく、お願い申し上げます。 

【2026 年度 英語教育支援プログラム 募集要項】 

１．目的及びプログラム提供要旨 

近年、児童養護施設を退所した人を対象にしたアンケート結果によると、毎月の収入が 15万円以下

の人が 43％、生活保護などの公的扶助で暮らしている若者も全体の４分の１近い 23.5％にのぼってい

ました。また、中卒後就職した子どもが最初の半年で約 40％が離職し、高卒後就職した子どもは半年

で約 20％、1年以上で約 40％以上の子どもが離職していることが明らかになりました。 

このように、児童養護施設を退所した後において自立という点で厳しい生活状況におかれた若者が

多いことがわかります。そして離職に及ぶ原因の 80％以上が何らかの対人不調、つまりコミュニケー

ション能力の不足によるものと推測されます。 

また、国際化が加速する中で、英語スキルを持った若者の雇用を切望する企業は益々増加し、世界

共通語である英語の必要性は益々高まることが予想されます。 

今回の SBI 子ども希望財団英語教育支援プログラムは児童養護施設の子どもたちに英語学習を通じ

て、コミュニケーション能力の向上と自信と自己探求意欲を持つことに繋げて、最終的に英語スキル

を通じて自立（労働）の支援となり、将来の夢や希望を持つ機会の創出の一助になることを期待する

ものです。 

２．支援内容 

希望する児童養護施設に対して、下記をご提供させていただきます。費用は SBI 子ども希望財団が負

担いたします。 

① 英会話カルタ（１施設につき３セットまで） １００施設

②「公文式英語学習」の月会費・E-pencil代（小・中学生対象） １００名

③ SBIオンライン英会話クラブ（１施設につき 3名以上 8名まで） ５施設

上記のいずれかの申込みをした施設（過去に本プログラムの教材を申込みした施設も含む）を対象に、

リンク・インタラックグループと共催で実施する「SBI イングリッシュキャンプ」へご招待いたし

ます。詳細及び申込方法は紹介資料をご参照下さい。また同様に、高校生を対象とした「SBI海外体

験プログラム（※）」への申込資格を得ることができます。 

(※)2026年度実施予定の SBI海外体験プログラムの募集受付は終了しました。 



 

【SBIイングリッシュキャンプ・SBI海外体験プログラムのお申込みについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イングリッシュキャンプや海外体験プログラムのお申込みをご希望の施設は、まず SBI 英語教育支援

プログラムの教材等のうちいずれかのお申込みをお願いいたします。 

 

３. 申込方法  

SBI子ども希望財団ホームページに掲載中のＷＥＢフォームよりお申込み下さい。

（https://www.sbigroup.co.jp/zaidan） 

 

 

 

 

※予定数を超えた時点で締切とさせていただきます。（先着順） 

 

４．その他  

予定数を超えた場合にはお断りさせていただく場合があります。また、当財団の都合、天災地変等に

より、当プログラムの実施が困難な場合は、実施可否を再考させていただく場合があります。教材の

施設外への流用、悪用及び当プログラムの円滑な実施を妨げる恐れがあると当財団が判断する場合、

教材の提供、キャンプへの参加をお断りする場合があります。また、本プログラムお申込みの施設様

には、アンケートのご記入をお願いすることがございますので、ご協力の程何卒よろしくお願い申し

上げます。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件についての問い合わせ先  (受付時間：平日 AM10:00～PM5:00) 

〒106-6019 東京都港区六本木1-6-1 泉ガーデンタワー19F 

公益財団法人 ＳＢＩ子ども希望財団 

TEL：03-6229-1003  FAX：03-3582-0686 

E-mail：sbichildren@sbigroup.co.jp 

SBI子ども希望財団ホームページ中段にある「2026年度SBI英語教育支援プロ

グラムのご案内」をクリックしていただき、各申込ページにお進み下さい。 

2026年度SBI英語教育支援 

プログラムのご案内 

SBIイングリッシュキャンプの募集案内をお送りします 

英会話カルタ 公文式英語 

SBI英語教育支援プログラムをお申込みいただいた施設 

SBI海外体験プログラムの募集案内をお送りします 

SBIオンライン 

英会話クラブ 

https://www.sbigroup.co.jp/zaidan


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府舞鶴市の鷲田マリさん考案の英会話カルタです。日常的な英単語や英熟語をカルタにしてあり、遊

びながら英語に触れることができます。「あ」～「わ」の絵札と字札がそれぞれ44枚ずつ、１巻から５巻

まであります。これだけで220個もの英単語・熟語を覚えることができます。 

 

従来は2拍子で覚える音声となっていましたが、申込者限定で、各巻ごとに異なる音楽をバックに、字札

（日本語）→絵札（英語）の順番でリズムに乗った音声が限定YouTubeに収録されており、子どもたち

にとってもさらに覚えやすい内容となっています。 

従来の２拍子で覚える音声CDも付属されていますが、こちらは在庫が無くなり次第終了となります。 

募集：100 施設 

1施設につき３セットまで（１巻～５巻、音楽付録）提供 

推奨対象：幼児･小学校低学年～ 

これまでに 290施設

にご提供 

舞鶴市の幼稚園では、このカルタを使った英

語学習の取り組みをされているところもあ

り、子どもたちもとても楽しそうに取り組ん

でいました。覚えやすい内容とリズムで、子

どもたちは丸暗記して英単語・熟語を口にし

ていました。 

 

 

① 英会話カルタ 

この英会話カルタは、カルタ遊びはもちろん、音声付録を聞いて覚えた単

語・熟語をクイズ形式で出してみる等、いろいろな使い方があります。まず

は英語に触れてみるところから始めたい、という時にぜひ活用していただけ

ればと思います。 

 

 

募
集
概
要 

公益財団法人SBI子ども希望財団ホームページ（https://www.sbigroup.co.jp/zaidan）に掲載している

「SBI英語教育支援プログラムについて」のページにて 英会話カルタのお申込みはこちら をクリック

し、申込ウェブフォームからお申込み下さい。お申込み受付後、発送の手続きをさせていただきます。 

 

※過去にカルタをお申込みいただいた施設で、追加でご希望の場合は、申込フォームの備考欄に理由をご記

入の上お申し込み下さい。 

英会話カルタのお申込はこちら 申
込
方
法 

施設内での余暇に

ぜひご活用下さい 

教
材
紹
介 

https://www.sbigroup.co.jp/zaidan


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集：100 名 

対象：小学生・中学生 

期間：公文の英語の会費を最長３年間支援 

学習方法：最寄りの公文教室で「公文式英語」を学習できます。 

これまでに 106施設

619名が受講 

公文の英語についての詳細は ＫＵＭＯＮホームページ をご覧ください 

 

公文式の英語学習｜公文教育研究会 

https://www.kumon.ne.jp/eigo/index.html?lid=4 
 

※お近くの公文教室をお探しの場合は、公文のホームページから 

検索できます。 

② 公文式英語 

 

●ご希望の公文教室を決めてからお申込み下さい。申込む前に見学や体験学習をされても構いませんが、上記ウェ 

ブフォームでSBIに申込・受付後に、公文教室へ正式な入会手続きをお願いいたします。 

●申込みには、施設名や住所、担当者名、受講希望教室名、受講希望児童の氏名･性別･学年のご入力が必要です。

個人情報の取り扱いについては、ＷＥＢフォームご入力時にご確認をお願いいたします。 

●お申込みは、原則として１施設５名までとさせていただきます。 

●公文会費は施設様にてお立替をお願いいたします。後日、お立替いただいた会費をまとめて施設様にお振込いた 

します。 

～公文教室に通った児童について、施設の職員様からいただいたご感想をご紹介します～ 

 

◆継続して続ける事が苦手な児童も多いのですが、公文式英語にはみんな続けて通う姿が見られます。 

◆毎日、自分で時間を作りコツコツとプリント学習に取り組むことで、学習習慣が身についてきています。また、できな 

かった問題はできるまでやり直すなど、やり方が本人に合っていると思いました。レベルも上がり、つまずくことも見 

られますが、日々の積み重ねが本人の力となっています。 

◆公文教室に通い続けることでリスニングが強化されていると本児自身が実感してきており大きな変化を感じています。 

◆勉強が好きではなく授業の習熟度も低い子でしたが、学びたい、楽しいという気持ちが強く、入会してから半年が経ち 

ましたが辞めたいということなく、週２回通うことができています。 

◆実用英語技能検定に挑戦するなど、より一層、主体的に英語を学ぼうとする姿勢が身についたように思います。    

◆日常生活の中でアルファベットやスペルを見ると率先して読む姿が見られます。 

◆現在学習している子どもたち全員が学年相当、またはそれ以上の学習をしています。聴く力はもちろんのこと、英文を 

書く力もついてきています。 

◆学校でも英語の授業時間が増えています。英語に慣れるのはもちろんですが、先取りで学習しているので、中学校へ入 

学してから慌てず余裕をもって英語の授業に取り組めているようです。 

◆学力の向上と学習習慣と学習への意欲が大幅に上がりました。 

募
集
概
要 

教
材
紹
介 

公益財団法人SBI子ども希望財団ホームページ（https://www.sbigroup.co.jp/zaidan）に掲載している

「SBI英語教育支援プログラムについて」のページにて                 をクリック

し、申込ウェブフォームからお申込みください。 

 

公文式英語のお申込はこちら 

SBI子ども希望財団にて受付後、公文式英語の事務手続き等についてご連絡（メール）をさせていただきま

す。その後、公文教室にて入会手続きをお願いいたします。 

 

申
込
方
法 

https://www.kumon.ne.jp/eigo/index.html?lid=4
https://www.sbigroup.co.jp/zaidan


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集：５施設 

参加人数：１施設につき原則 3名以上8 名まで 

対象：小学生～高校生 

条件：インターネット及びZoom の使用環境があること 

 

③ SBI オンライン英会話クラブ 

 募
集
概
要 

公益財団法人SBI子ども希望財団ホームページ（https://www.sbigroup.co.jp/zaidan）に掲載している

「SBI英語教育支援プログラムについて」のページにて                      

をクリックし、申込ウェブフォームからお申込みください。 

お申込み受付後、参加可否等詳細についてご連絡いたします。 

 

ＳＢＩオンライン英会話クラブのお申込はこちら 

月 1回、外国人講師がオンライ

ン（Zoom）で、ゲーム等をしなが

ら楽しくレッスンを行います！ 

申
込
方
法 

プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介 

「SBIオンライン英会話クラブ」では、外国人講師が実際に英語を使う機会を提供することで、英語学習に

対する興味やモチベーション、教材学習の継続意欲をサポートすることを目的としています。 

 

これまで本財団は、㈱リンク・インタラックと協力し、外国人講師が直接施設を訪問してレッスンを行う取

り組みを行っており、参加した施設からは、子ども達の英語への興味が増す等の効果が見られ、英語学習のサ

ポートのみならず、潜在的なコミュニケーション能力を引き出すことができたり、喜びや自信を持つ経験がで

きたりと、子ども達の世界が広がるきっかけになったという嬉しい声を聞くことができました。 

 

「SBIオンライン英会話クラブ」は、施設と外国人講師をZoomで結び、オンライン上で楽しく交流できる

場として計画いたしました。募集数に限りがございますが、ぜひお申込みいただければ幸いです。ご不明な点

等ございましたらお気軽にお問合せ下さい。 

【実施内容】 

●外国人講師（1～2 名程度）がオンライン（Zoom）を利用して、子ども達とゲーム等で楽しみながら 

英語に触れる機会を提供します。（協力元：（株)リンク・インタラック（※）） 

●１時間程度のプログラムを月 1 回（年 10 回）実施予定です。 

～プログラム例～ 季節イベントを素材にした英語コミュニケーション、自己紹介の練習 など 

【実施期間】 

2026年 5 月もしくは 6 月～2027年 3 月（予定）

【参加条件】 

●小学生以上高校生までの、英語学習に積極的に取り組んでいる児童、または英語学習に興味のある児童 

●参加人数は原則3名以上最大 8 名まで 

【その他】 

●本プログラムの講師派遣にかかる費用はSBI子ども希望財団が負担します。 

●施設様には、Zoomが利用できる機器（インターネットに接続されたパソコンやタブレット、ウェブカ 

メラ、スピーカー）をご用意いただきます。機器やインターネット接続料に関する費用は当財団では負 

担いたしませんので、予めご了承下さい。 

●講師の指名はできませんのでご了承ください。（毎回違う講師が担当する場合もあります） 

 

（※）株式会社リンク・インタラック 

東京都中央区銀座四丁目12番15号  Tel：03-6853-8265   HP：https://www.interac.co.jp/ 

【事業領域】学校向けALT配置事業、法人向け語学研修事業、人材紹介・派遣事業、その他外国語関連教育事業 

先着順 

https://www.sbigroup.co.jp/zaidan
https://www.interac.co.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イングリッシュキャンプの様子（2025年の場合） 

【申込方法】2026年４月以降に対象の施設様に郵送にてご案内します。また、SBI子ども希望財団ホームページに

も掲載し、申込ウェブフォームにて応募していただく予定です。 

 

☆★～ 引率職員様の感想を一部ご紹介します ～★☆ 
 

◆このプログラムを通じて外国人講師の方を含め色んな人とコミュニケーションがとれた経験が子ども達の自信につながったよ 

うで、帰園してからも経験した内容を皆に嬉しそうに話しておりました。 

◆3日間の活動を通じ、講師の先生やグループの仲間と交流を図ることができて、積極性やチャレンジ精神に子どもたちの成 

長を感じました。 

◆参加した児童全員が「また行きたい！」と、帰りに嬉しそうに話していました。生活の中で、違う国の人と関わる機械は滅多 

にないし、あんなに様々な国の人と関わる機会はとても貴重だと思いました。公共交通機関での移動も含めて、全てが子ども 

達の学びに繋がる素晴らしいプログラムだと思いました。 

◆初めての場で緊張する子どもたちが多い中で楽しく明るく常に声掛けをしてくれたことで、子どもたちも次第に笑顔になり周 

囲と自然とコミュニケーションをとることが出来ていたと思います。 

◆普段触れ合うことのない外国人講師の方や他施設の児童を含め、全ての経験に戸惑いながらもチャレンジできる環境を用意い 

ただき子どもの成長や学習意欲の向上を目の当たりにできるとてもすばらしい時間となりました 

◆外国人講師の方々が一体となって盛り上げようとしているのがとても伝わりました。どの先生もノリノリで、控えめな子ども 

達もそのテンションの高さにつられて楽しく取り組めたのではと思います。 

◆知らない土地で知らない人と関わることは良い思い出になったと思います。今回参加した児童はもちろんできなかった児童も 

ぜひ参加させたいです。 

 

いろいろな国の外国人講師が多数参加しました 

カルタ・公文・英会話クラブのいずれかの申込みをした施設（過去に本プログラムの教材を申込みした施設も含む）を

対象に、リンク・インタラックグループと共催で実施する「SBIイングリッシュキャンプ」へご招待いたします。 

（参加費、交通費はSBI子ども希望財団が全額負担） 

【開催日程】2026年8月3日（月）～8月5日（水）2泊3日 

【開催場所】東京都内（予定） 

【募集人数】50名（同行施設職員を除いた人数） 

※キャンプ詳細・参加募集につきましては、4月以降に別途ご案内致します。 

※英語学習に積極的に取り組んでいる児童、または英会話を身に付けたいと意欲のある児童に参加いただきたいと考え

ています。 

※原則として、１施設１名の職員の方にご同行いただきます。 

※参加希望者多数の場合は施設毎の抽選により参加者を決定いたします。 

  ＳＢＩイングリッシュキャンプ 予告

いろいろな国の外国人講師が多数参加しました 

みんなで工作やゲームも楽しみました 

1日目 開会式 

ワールドツアー 

2日目 ヨガ、ジェスチャーゲームなど 

チームビルディングアクティビティ 

マリさんの英会話カルタ大会 

3日目 キャンプの Tシャツ作り 

閉会式と写真撮影 

 



 

 

 

 

～ ＳＢＩ海外体験プログラム２０２５を実施しました ～ 

【日程】2025年7月29日（火）～ 8月6日（水）7泊9日 

【行き先】アメリカ合衆国ワシントン州シアトル、カリフォルニア州ロサンゼルス 

【参加人数】高校生18名 

【選考方法】第1次選考：参加申込書・参加希望者本人の作文・施設長様の推薦書 による書類選考 

第2次選考：書類選考通過者に対するオンライン面接による最終決定 

【費用】移動交通費、プログラム参加費、パスポート取得費用は SBI子ども希望財団が負担 

 

※これまでSBI英語教育支援プログラムを利用された施設様を対象に郵送でご案内をお送りしています。

なお、2026年度実施予定のSBI海外体験プログラムの募集は既に終了しました。 

 

～ＳＢＩ海外体験プログラム 2025の様子～ 

≪シアトルの４日間≫ 
羽田空港に集合し、9時間半のフライトを経てシアトルに到着！初日は市内観光後、シアトル滞在の拠点となる教会で

ホストファミリーとの顔合わせを終えて、それぞれのホストファミリー宅へ移動。 

 

 

 

 

 

 

 

2日目から 3日間、午前中は教会で英会話クラス。午後は企業訪問や大学の見学、ボランティア体験など様々なプロ

グラムに参加しました。夕方からはそれぞれホストファミリーとの時間を過ごしました。 

≪ロサンゼルスの２日間≫ 
お世話になったホストファミリーとお別れして、ロサンゼルスへ。 

 

 

 

 

 

 

 
ロサンゼルス行きの飛行機が欠航になってしまい、４つの便に分かれて移動することに。先に移動したメンバーはアナ

ハイムスタジアムでのＭＬＢ観戦。シアトルに残った最終便のメンバーは急遽Ｔ-モバイル・パークにてマリナーズのデ

ーゲームを観戦。次の日は終日ディズニーランドを満喫し、Bubba Gampレストランでの食事も楽しみました。帰国日は

午前中の便で羽田へ向かうはずが、８時間ほど空港で待機した後、結局欠航に。急遽、航空会社が手配したホテルに

もう１泊することになりました。帰国日と到着時間の変更により予定していたイングリッシュキャンプへの合流は叶いま

せんでしたが、全員無事に帰国し、羽田空港で解散となりました。 

≪参加者の感想≫ 
★今回のホームステイで学んだ、上手く相手に伝わらなくても“諦めない気持ち”、勇気を持って“積極的に行動する姿

勢”は、異なる文化を持つ人たちと関わる際に欠かせない力だと感じています。 

★もっといろんな国の人と出会って交流を深めながら、自分の考えを持ち、相手の考えを尊重できるような人間に成長

していきたいです。そのために、これからの勉強や挑戦を一つ一つ大切に重ねていきたいと思います。 

★ホームステイで学んだことは、言葉が通じなくても『伝えようとする姿勢』が大切であり文化や生活習慣の違いを理解

し、柔軟に受け入れることが必要であるということです。 

★アメリカには日本にはない文化や価値観が数多く存在していることを知りました。それは単に違うということだけでな 

く、その国だからこそ根付いている大切な物、いわば「かけがえのない魅力」なのだと感じました。 

★アメリカで経験した出来事一つ一つが忘れられない思い出です。一緒にアメリカに行った皆、ホストファミリーをはじ

め、アメリカで出会った現地の人々、皆と出会えて本当に良かったです。 

 

ワシントン大学見学 教会で英会話クラス 企業訪問 

ＭＬＢ観戦 

SBI海外体験プログラムのご紹介 

ボランティア体験  

ディズニーランド観光 Bubba Gampレストラン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施設への寄付 】 

被虐待児童が入所する児童養護施設等の環境向上・改善の

ために寄付を行っています。 

近年は地域小規模児童養護施設（分園型の小規模グループ

ケア）の新設時の什器備品代の助成を実施しています。 

【 自立支援 】 

施設退所後の児童の自立に向けた支援活動を行っていま

す。自立援助ホームやシェルター施設への助成のほか、

2014 年度からは児童養護施設入所児童の英会話能力向上

のための英語教材等の提供にかかる助成を開始しました。 

【 虐待防止啓発活動 】 

日本医師会と各都道府県医師会との共催による「子育て支

援フォーラム」を全国各地で開催するほか、オレンジリボ

ン運動など児童虐待防止啓発活動実施団体等に対する支

援等も行っています。2021 年度からはＦＭ大阪の子ども

虐待ゼロを目指すラジオ番組の提供にも参画しています。 

 

＜設立経緯と目的＞ 

SBI子ども希望財団の設立母体である SBIグループは、「日本の最大の資源は人材である」という認識に基づき、深刻な問題

を抱える児童福祉分野に焦点を当て、積極的に社会貢献活動を行ってきました。 

その活動を契機に、虐待やネグレクトといった厳しい環境に置かれた子ども達の福祉の向上を目的に、すべての子どもたち

が自分の未来に夢と希望を抱けるようにとの願いを込めて「SBI 子ども希望財団」が設立されました。子ども達の入所施設の

改善・充実は勿論のこと、子ども達の育成にも焦点を当て、困難な状況に置かれている子ども達が、自分の可能性を追求でき、

将来立派に自立していけるような支援活動を目指してまいります。 

 

【 職員研修 】 

児童養護施設入所児童と日常接する職員の対応能力の向上

を図るべく、職員向けの研修を行っています。虐待を受け

た子どもへの治療的養育に必要な知識及び技術の習得をめ

ざしたカリキュラムを全 6日間の日程で実施し、これまで

に約2,100人の施設職員の皆様にご参加いただきました。 

子どもたちに私たちができること  

わずか0歳で命を奪われる子ども、実母や実父から暴力を受ける子ども、安定した衣食住が得られない子ども――。 

こうした辛い環境に置かれた子どもたちが、今もなお、この日本には多く存在しています。こども家庭庁によると、児童相談

所における児童虐待の相談件数は増加傾向が続いています。 

貧困や精神的困難、自身の被虐待経験等から、子どもに愛情を注ぐことのできない親や虐待をしてしまう親が存在するの

は、紛れもない悲しい現実です。本来最も愛されるべき親から、ネグレクトや肉体的・精神的な虐待を受ける子どもたちの心

の痛みを思うと、胸が張り裂ける思いです。 

社会的養護を必要とする子どもたちが守られ、一人ひとりにとって最適な環境が整えられ、多様な挑戦の機会を得て、希望

を抱きながら生きていけるようにサポートすることは、私たちの社会に課せられた使命ではないでしょうか。 

SBI子ども希望財団は、設立母体である SBIグループの社会貢献活動を契機に、虐待等の困難な環境に置かれた子どもた

ちへの福祉の向上を目的に2005年10月に設立されました。 

設立以来、①児童福祉施設への寄附、②児童養護施設等の職員を対象とする研修、③施設退所後の子どもへの自立支援、④

児童虐待防止に関わる福祉団体等への活動助成、の4つの柱で活動を進めてまいりました。 

また、社会で自立して生きていく上での強みを身につけてもらおうと、子どもたちの英語の習得支援に力を入れてきまし

た。2024 年には児童養護施設の高校生を対象とした、米国での海外体験を実施し、帰国した子どもたちの多くが「これから

も様々なことにチャレンジしていきたい」と自信に溢れた様子で語ってくれた姿は、財団の事業が子どもたちの自己肯定感の

高まりや意欲の向上に繋がっていると確信を与えてくれました。 

今後も、本財団は時代の変化を的確に捉えつつ、行政や専門家、地域社会と連携し、妊娠・出産期からの支援も含め、虐待の未

然防止と虐待を受けた子どもたちの支援を行い、子どもたちが夢と希望をもって人生を切り拓いていけるような支援活動を

積極的に展開してまいります。                                     

公益財団法人SBI子ども希望財団 理事長 世耕久美子 

 

＜SBI子ども希望財団の活動＞ SBI子ども希望財団の活動内容は主に以下の4つです。 

 

公益財団法人 SBI子ども希望財団 のご紹介 

【お問い合わせ先】 公益財団法人 SBI子ども希望財団  
〒106-6019 東京都港区六本木 1-6-1 泉ガーデンタワー19階 

TEL:03-6229-1003  FAX:03-3582-0686  Email:sbichildren@sbigroup.co.jp 
≪公式facebookでは、研修情報やフォーラムのご案内など様々な情報をお知らせしています≫ 
ＵＲＬはこちら ⇒ https://www.facebook.com/sbichildren 

tel:03-6229-1003
https://www.facebook.com/sbichildren

